
株式会社レゾナック・ホールディングス 2025年通期 決算説明会 Ｑ＆Ａ要旨 

日  時：2026年2月13日（金）17:30～19:00 
説明者：代表取締役社長 社長執行役員 CEO 髙橋 秀仁、取締役 常務執行役員CFO 染宮 秀樹 

＊内容は、開催日時点の情報に基づいております。 

【全社】 
Q 事業ポートフォリオ改革について伺いたい。クラサスケミカ
ルセグメントのパーシャル・スピンオフ等を実行したら、ひと
段落と考えていいか。 

A ポートフォリオ経営に終わりはないと考えている一方、クラサス
ケミカルのスピンオフ等を実行すれば、ある程度、ポートフォリ
オは整理された状態になると考えている。 

Q 決算説明資料において「バリュエーションの上昇を目指す」
と記載があるが、具体的にどのようにバリュエーションを上
げていきたいと考えているか教えて欲しい。 

A クラサスケミカルのスピンオフ等を実行すれば、目標としてい
た、半導体・電子材料セグメントでの売上比率50%以上、
EBITDAマージン 20%達成が視野に入ると考えている。そ
れらが達成できた後は、市場に、適切なバリュエーションで評
価いただけるようご説明をしていきたい。 

【半導体・電子材料セグメント】 
Q 決算説明資料に記載のある「AI向け材料」とは、具体的
にどのようなものか。 

A AIサーバー向けの売上と当社で特定できたものを「AI向け
材料」と定義した。具体的には、一部の銅張積層板、NCF、
TIMの３製品を中心に、その他製品についても含めている。 

Q 2026年業績予想について、サブセグメントごとでのブレ
ークダウンを伺いたい。 

A 2025年対比で、前工程材料サブセグメント、デバイスソリュ
ーションサブセグメントは比較的緩やかな伸びを想定してお
り、最も伸び率が高い織り込みとなっているのは、後工程材
料サブセグメントである。 

Q 2026年業績予想の半導体・電子材料セグメントは増収
幅に対して増益幅が少なく見えるがなぜか。 

A 2026年は、半導体・電子材料セグメントのうち、特に後工程
材料サブセグメントにおいて、2025年対比で固定費が増加す
る計画である。当サブセグメントの競争力をあげるためには、開

発スピードを速める必要もあり、将来を見据えた戦略的な固定
費増とご理解いただきたい。 

Q 銅張積層板30%値上げのリリースが2026年1月
16日に発表されたが、2026年業績予想には、その値上
げ効果はすべて織り込まれているのか。他の製品でも値上
げを実施する計画かを含め教えて欲しい。 

A 銅張積層板の値上げについては、これから交渉を進めていく
段階であり、業績予想には、一定程度の織り込みをしてい
る。当社の値上げに関する考え方は、従来から変化はなく
「原材料価格等が高騰した場合、その分は値上げさせていた
だく」という方針で事業運営をしている。 

【ケミカルセグメント】 
Q CEO説明資料に記載の「黒鉛電極事業戦略オプションの
具体化」という表現は、具体的にどのようなことをイメージし
ているか伺いたい。 

A 具体的に決まっていることは現時点ではなく、選択肢、タイミ
ングともに検討している段階である。 

Q ケミカルセグメントの2026年業績予想について。黒鉛
電極事業が増収する見立てだと思うが、その背景を伺いた
い。 

A 2026年の黒鉛電極事業は、2025年対比で販売数量が
増えることを見込んでいる。販売価格は、2025年並みの推
移を考えているが、販売数量増により、2025年対比で増
収の計画である。 

【クラサスケミカルセグメント】 
Q パーシャル・スピンオフの確度と進捗について伺いたい。 
A パーシャル・スピンオフにあたり、主要マイルストーンは①スピ
ンオフ税制適格要件の充足、②スピンオフ実行に関する機
関決定、③東京証券取引所上場承認の３つである。パー
シャル・スピンオフが2026年内に実行できるよう、鋭意準備
を進めている。  

以上

＊本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な
要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。なお、法令に定めのある場合を除き、当社はこれらの将来予測に基づく記述を更新する義
務を負いません。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績に影響を与える要素には、世界的な政治情勢、
経済情勢、規制の強化、製品の需要動向および市況、為替レートなどが含まれますが、これらに限定されるものではありません。 




